









ア フガ ニ ス タ ンの デザ イ ン展望
小 山 喜 平
1)歴 史 的 背 景
西 アジアの内陸 国 アフガニス タンは、米 国、 ソ連 の援助 によって交通路、発
電 等の開発 が行 われ近代 化へ と歩 み始 めた。 バザール と呼ばれ る市場 に は 欧
米、中国、 日本等 の 日常物資が多量 に出まわ り、例 えば ソ連製 のジープ、 マ ッ
チ、 アメ リカ製 の タバ コ、 オランダの ラジ オ、チー ズ、 ドイツ製 のガ ラス、 中
国製の緑茶、 日本 製の繊 維、陶器、パ キス タン製の布 とい った様 に東西 の物 資
が ここにあ り、現 代版 シル ク ロー ドの十字 路 と云 った感が ある。
激動す る現代 にあって、 とか く認識の薄れが ちな この国 も、歴 史 を振返 って
み る時、多彩な足跡 を残 してい る事 を知 る。
ア レキサンダー大王の東征 によ るア フガニス タン占領 とその植民地建設 は、
ギ リシヤ文化の開花 を もた らした。
中国にあって は、漢代西方 との交易 が開 けペルシヤの国 との貿易が成立 した
のであ る。
次 いで西 アジアにサ ラセ ン帝 国が出現 して、次 々に近接 の地方が イスラム化
して行 った。アフガニス タン も、ク タイバ、イブンムス リム将軍 の頃(705年)、
ホ ラサ ン地方 もその勢力下 に入 った。












きて、此のような歴史的背景をみなが ら、この西 アジアの十字路、 アフガニ
スタンのデザインを考察してみよう。




を積み上げて行 く時、 四方の角の接続部分は、 レンガを少しず つ 内側に出し
































跡か ら約10余種の技法を持 った陶器類をみる事が出来た。これは、バー ミヤン
国として高度の文化を発達させた生活が うかがえる。しかし、このバー ミヤン
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の文化は、ヘ ラト、パー ミヤン、ガーブルを結ぶ中央 コースでは他に共通した



























も、大工場での生産ではな く、家内手仕事の場で作 られた ものが都市に集荷 さ
れた ものである。 したがってカーペット及び、ギ リムは農村地帯や、遊牧民の










カレザール、カラボエン等は トル コマンの人々によって織 り出される黒と赤
によるものでカーペットとして特色あるものである。
何れ も下絵無 しで記憶により織 られる。
ギ リムと呼ばれる敷物は単純で織物の技法を生かした楽 しめる品が多い。昔





インはいずれ も幾何文であるが、イラン方面の幾何文とは区別出来 る作風で あ
る。
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5.〉一金 ・属…器 類 ・
西アジアか ら印度方面を旅行 してバザールに足を入れた時、だれでも眼に入
って来るのが真鍮、銅細工であろう。眼に入ると云 うより耳に入 って来 ると云
った方が良いか もしれない。バザール通 りは職種別に通 りが出来ているのが通
例であるが、銅細工通 りに近ず くと打出しの槌音が四方に響いている。
製品は打出し、文様彫 り、錫メッキ等の工程によって一貫 した ものがみ られ
る。上水壺(飲 料用)、下水壺(便 所用)、 大鉢、鉢等生活必需品であるが、




























(バル フの モ ス ク)モ ザ イ ク タ イル










クン ズ ツ に あ る ス ピンザ ール ラ イブ
ラ リー の蔵 品
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アン ホ イ生 の カーペ ッ ト
ペ ル シ ヤ カ ー ペ ッ ト文様 の
点 で異 な る
左 と同 じア ン ホ イ産
カ ーペ ッ ト
羊毛を草木染にし着色して
織上げた敷物、 トルコマン
のギリム
ペルシヤンブルーの鮮かな
色彩が店に一ぱい イス
タリフのバザールでの光景
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